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取組のポイント 

育児休業経験のある男性職員等が「子育て・キャリア相談員」となり、子育て中

の男性職員のネットワークづくりや男性職員への相談対応など、男性職員が育児

休業を取得しやすくするための意識の醸成に取り組んでいる。 

また、課長級以上で構成されるワークライフバランス推進委員会で男性の育児

休業取得が進まない要因を検討し、全職員研修で取得事例を周知する等の取組を

実施。 

これらの取組の結果、男性の育児休業取得率は大きく上昇（平成30年度0％→

令和元年度約60％（速報値））。 

取組概要 

【取組の背景】 

男性職員の育休取得率が低い状況であることを踏まえ、育児中職員及び管理職

双方の意識の醸成を図り、男性も両立支援制度を活用しやすい職場環境づくりを

進める必要があった。 

【取組の内容】 

・職員同士で情報交換や相談ができる「子育て・キャリア相談制度」を設け、男性も

相談員として登録。配偶者が出産予定の男性への相談対応や、子育て中の男性

のネットワークづくりのほか、育休中の収入など男性の目線からの悩みに答える

など、育休を取得しやすくするための意識の醸成に取り組んでいる。

・また、男性の育休取得者とその上司からのメッセージ（イクボスインタビュー）を局

内広報誌に掲載することなどにより、管理者側の意識の醸成に取り組んでいる。

・あわせて、課長以上で構成されるワークライフバランス推進委員会において、男

性の育休取得が進まない要因を検討し、気軽に取得できるよう育休を取得した職

員の体験談を紹介。さらに、令和元年からは、毎月、職員の業務効率化への取組

も紹介することにより、業務効率化への意識の醸成を図り、両立支援制度を活用

しやすい職場環境づくりに取り組んでいる。

【取組の成果】 

平成29年に取組を開始して以降、職員が両立支援制度を利用しやすい環境が局

内に浸透し始め、今年度から男性の育児休業取得率が大きく上昇した（平成30年

度0％⇒令和元年度約60％（速報値））。 

  【子育て・キャリア相談員】   【イクボス インタビュー】 

講評 

 男性の子育て参加促進に係る取組を行い、成果として男性の育休取得率が急激

に高まっている。また、育休取得が目的化しやすい中、業務効率化についても取り

組んでいる点も評価できる。「相談制度」は各府省への横展開にも期待したい。 
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